
人がいきいきと活躍する　幸せ実感のまち
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◆◆ホッケー　　　　　 10/5 〜 10/9ホッケー　　　　　 10/5 〜 10/9
◆◆軟式野球　　　　　 10/11・12・14軟式野球　　　　　 10/11・12・14
◆◆フライングディスク 10/26 〜 10/28フライングディスク 10/26 〜 10/28

伊万里市で開催中の国スポ・全障スポが熱い！！伊万里市で開催中の国スポ・全障スポが熱い！！

伊万里市伊万里市
開催競技開催競技
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　一般会計の決算額は、歳入総額（１年間に

市に入ってきたお金）が 345 億 9,708 万

円、歳出総額（１年間に市が使ったお金）が

332 億 8,145 万円で、差額 13 億 1,563

万円（形式収支）は令和６年度へ繰り越しま 

した。

　ただし、この差額の中には、令和６年度に

支払う４億 1,408 万円（翌年度の繰り越し

財源）が含まれていて、これを除く実質収支

は９億 155 万円の黒字でした。この実質収

支から令和４年度の実質収支 12 億 3,990

万円を差し引いた令和５年度の単年度収支は

３億 3,835 万円の赤字となりました。

　なお、 令和５年度は、 令和４年度に比べて

歳入が約３億 1,408 万円減少し、歳出が約

３億 6,131 万円減少しています。

一般会計の状況

 

歳
入
の
状
況

グ
ラ
フ
１

依存財源依存財源：190億2,328万円：190億2,328万円
　　　　（55.0％）　　　　（55.0％）

自主財源自主財源：155億7,380万円：155億7,380万円
　　　（45.0％）　　　（45.0％）

自主財源自主財源
依存財源依存財源

市 税市 税
79億9,002万円79億9,002万円

（23.1％）（23.1％）

その他その他
75億8,378万円75億8,378万円

（21.9％）（21.9％）
地方交付税など地方交付税など
81億8,242万円81億8,242万円

（23.6％）（23.6％）

国庫支出金国庫支出金
58億6,696万円58億6,696万円

（17.0％）（17.0％）

県支出金県支出金
30億1,282万円30億1,282万円

（8.7％）（8.7％）

市 債市 債
19億6,108万円19億6,108万円

（5.7％）（5.7％）

グラフ１ 一般会計歳入の状況
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※（　）内の数値は対前年度比

民 生 費 116億5,121万円 （＋ 0.8％）

総 務 費 80億 688万円 （△ 2.4％）

教 育 費 31億6,243万円 （＋ 35.0％）

衛 生 費 27億　334万円 （＋ 10.5％）

公 債 費 17億6,213万円 （△ 5.6％）

農林水産業費 14億1,432万円 （△ 33.1％）

土 木 費 12億5,116万円 （＋ 11.4％）

諸支出金 12億2,338万円 （△ 6.1％）

消 防 費 10億2,036万円 （△ 4.4％）

商 工 費 6億6,494万円 （△ 41.2％）

議 会 費 2億2,970万円 （△ 2.0％）

災害復旧費 1億2,044万円 （△ 34.8％）

労 働 費 7,116万円 （＋ 0.3％）
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グラフ３ 目的別歳出の状況

義務的経費義務的経費：	 132億：	 132億5,0925,092万円万円
	 （39.8％）	 （39.8％）

投資的経費投資的経費：	 33億7,149万円：	 33億7,149万円
	 （10.1％）	 （10.1％）

消費的経費消費的経費：	 92億2,093万円：	 92億2,093万円
	 （27.7％）	 （27.7％）

その他の経費その他の経費：	74億3,811万円：	74億3,811万円
	 （22.4％）	 （22.4％）

その他のその他の
経費経費

人件費人件費
39億9,733万円39億9,733万円

（12.0％）（12.0％）

扶助費扶助費
74億9,146万円74億9,146万円

（22.５％）（22.５％）

公債費公債費
17億6,213万円17億6,213万円

（5.3％）（5.3％）

普通建設事業費普通建設事業費
32億4,447万円32億4,447万円

（9.7％）（9.7％）災害復旧事業費災害復旧事業費
1億2,702万円1億2,702万円

（0.4％）（0.4％）

物件費物件費
49億6,414万円49億6,414万円

（14.9％）（14.9％）

補助費等　　補助費等　　
41億3,094万円41億3,094万円

（12.4％）（12.4％）

その他の経費その他の経費
74億3,811万円74億3,811万円

（22.4％）（22.4％）

義務的義務的
経費経費

投資的投資的
経費経費

消費的消費的
経費経費

グラフ２ 一般会計歳出の状況

維持補修費維持補修費
1億2,585万円1億2,585万円

（0.4％）（0.4％）

特 集  　令和５年度決算報告

※△は減少を表しています。

3 2024.10
広報



区　　分 令和５年度末残高

一般会計 215億3,485万円

水道事業（企業会計） 50億9,408万円

工業用水道事業（企業会計） 73億5,323万円

下水道事業（企業会計） 67億   625万円

合　計 406億8,841万円 

区　　　分 令和５年度末残高

１ 財政調整基金 34億5,664万円

２ 減債基金 7億5,486万円

３ 公共施設整備基金 12億1,114万円

４ 城Ⅱ灌漑揚水施設維持
管理基金 7,430万円

５ 国民健康保険基金 7億3,471万円

６ 介護保険基金 9億2,902万円

７ 教育振興奨励基金 5,980万円

８ まちづくり基金 4億9,229万円

９ 福祉基金 4億2,744万円

10 ふるさと応援基金 33億5,897万円

合　計 114億9,917万円

　市債残高全体に対する市民１人当たりの借入金（市債）
残高は 78 万 5,278 円、市民１人当たりの預金（基金）残
高は 22 万 1,932 円となっています。
　市債の発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の抑制に
努めながら、計画的な返済と市債残高の縮減を図ります。
　基金については、災害や不測の事態に備えて、計画的に
積み立てます。
※ 市の人口 51,814 人（令和 6 年 9 月１日現在、住民基本

台帳による）で算出しています。

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引

国民健康保険 71億9,659万円 68億9,970万円 2億9,689万円

介護保険 65億5,778万円 63億2,434万円 2億3,344万円

後期高齢者医療 15億5,956万円 15億5,190万円 766万円

　『特別会計』は、決められた特定の事業を行う場合に、特定の収入をもっ
てその事業に充てる会計で、一般会計とは区別して経理しています。
　市には３つの特別会計があり、いずれの会計も私たちの暮らしを支える大
切なお金です。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 14億9,644万円 13億5,866万円 1億3,778万円

資本的 3億　630万円 10億　351万円 △ 6億9,721万円

工業用
水道事業

収益的 10億2,311万円 9億4,972万円 7,339万円

資本的 6億3,345万円 8億5,512万円 △ 2億2,167万円

下水道事業
収益的 12億8,313万円 12億5,370万円 2,943万円

資本的 10億1,778万円 13億2,697万円 △ 3億　919万円

　『企業会計』は、公営企業法に定められた独立採算を基本とした会計で、
市には３つの企業会計があります。

●  健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。令和５年度決算に
基づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※ 早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられます。また、財政再生基準

を上回ると、財政再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』は、いずれも資金不足はありませんでした。
※公営企業とは、水道事業、工業用水道事業、下水道事業の企業会計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

ー 12.78％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または
資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.78％ 30.00％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する比率

8.0％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

29.5％ 350.0％

令和５年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率

　『基金』は、一般家庭の普通預金に当たる財
政調整基金や借金の返済に充てる減債基金な
ど、10 の基金があります。

各会計ごとの市債残高です。

※  太字の基金については、皆さんの善意を受け
ながら基金の充実を図りました。

特別会計の状況特別会計の状況

企業会計の状況企業会計の状況

基金残高基金残高

市債残高市債残高
※ 各事業の資本的収支における不足額については、内部留保資金などで補て

んしています。

42024.10 広報伊万里



特 集 　令和５年度決算報告

　市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみましょう。
　令和５年度一般会計決算の歳入のうち市税 79 億 9,002 万円と地
方交付税などの 81 億 8,242 万円を合わせた、161 億 7,244 万円
を給料 400 万円の家計に置き換えた『いまり家の家計簿』（左下表）
を作成しました。

約５割は給料以外の収入
　令和５年度の『いまり家』の収入を見ると、
支出を賄う収入を確保するために、預貯金の
取り崩し（④）や銀行からの借り入れ（⑤）
を行っていることがわかります。
　今後の景気動向や国の財政状況などにより

『いまり家』の給料（①）や実家からの援助（②）
が減少する可能性があります。

　生活費（⑧）や医療費など（⑨）、税金など
（⑪）、子どもへの仕送り（⑬）、ローンの返済
（⑭）などの最低限必要な経費が多く、自由に
使えるお金が多くないことから、預貯金（⑩）
への積立は全体の 11.2％しかないなど『いま
り家』は、ぜいたくをできる状況ではないと言
えます。
　今後も医療費など（⑨）が増加していくこ
とが見込まれますので、現状を維持するため
には、できる限り支出を抑えなければいけま
せん。
　『いまり家』は家の老朽化が進んでいて、今
後、家の増改築（※）（⑫）が必要になるなど、
不慮の出費に備えるためにも、借金の残高を
減らしながら、毎年の預貯金をもっと増やす
よう努力していくことが必要です。

（※） ここでの『家の増改築』とは、小・中学
校などの公共施設の整備を示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　855.7 万円

①給料（諸手当含む）　
　市　税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車税環境性能割交付金
　法人事業税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
197.6 万円

8.3 万円
0.1 万円
0.6 万円
0.6 万円

32.5 万円
0.7 万円
3.1 万円
1.2 万円

155.1 万円
0.2 万円

219.6 万円
145.1 万円
74.5 万円

③雑収入
　諸収入
　寄附金

④預貯金の取り崩し
　繰入金

⑤銀行からの借り入れ
　市　債

⑥家賃収入
　分担金および負担金
　財産収入
　使用料および手数料

⑦前年の余り
　繰越金

75.4 万円
15.6 万円
59.8 万円

64.6 万円
64.6 万円

48.5 万円
48.5 万円

16.2 万円
4.8 万円
3.0 万円
8.4 万円

31.4 万円
31.4 万円

節約と貯蓄

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

いまり家  のの
家計簿 は？

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　823.2 万円

⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩預貯金
　積立金
⑪税金・自治会の会費
　補助費等

221.7 万円
98.9 万円

122.8 万円

185.3 万円
185.3 万円

92.0 万円
92.0 万円

102.2 万円
102.2 万円

⑫家の増改築費
　普通建設事業費

⑬子どもへの仕送り
　繰出金
⑭ローンの返済
　公債費

⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

80.2 万円
80.2 万円
62.3 万円
62.3 万円
43.6 万円
43.6 万円

35.9 万円
3.1 万円
3.1 万円

29.7 万円

　
行
政
に
対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

が
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
中
で
、

自
治
体
に
は
、
限
ら
れ
た
行
政
資

産
を
有
効
に
活
用
し
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ
的
確
に
反
映

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
は
、
令
和
３
〜
７
年
度
を
計

画
期
間
と
し
て
『
第
５
次
伊
万
里

市
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』
を
策

定
し
、
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
抑

制
、
事
業
の
厳
選
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
は
実
質

公
債
費
比
率
が
８
・
０
㌫
、
将
来
負

担
比
率
が
29
・
５
㌫
に
な
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
内
の
経
済
情
勢
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
と
と
も
に
、

各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩

や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
方
で
は

直
接
的
な
効
果
を
実
感
で
き
な
い

状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
税
な

ど
市
の
財
政
を
支
え
る
一
般
財
源

の
大
幅
な
増
収
は
期
待
出
来
ま
せ

ん
が
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
維

持
補
修
、
小
・
中
学
校
の
改
築
な
ど
、

今
後
も
よ
り
多
く
の
財
政
需
要
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
れ
か
ら

も
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
も
、

新
た
な
創
意
工
夫
を
加
え
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
強
い
信
念
を
持
っ
て
、

財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

いまり家の家計グラフ（内訳）

　左上の表（支出）を円グラフで表すと、
このようになります。

⑧生活費（食費・⑧生活費（食費・
光熱水費など）光熱水費など）

221.7万円221.7万円
（26.9％）（26.9％）

⑨医療費・学費など⑨医療費・学費など
185.3万円185.3万円
（22.5％）（22.5％）

⑬子どもへの仕送り⑬子どもへの仕送り
62.3万円62.3万円
（7.6％）（7.6％）

⑫家の増改築費⑫家の増改築費
80.2万円80.2万円
（9.7％）（9.7％）

⑭ローンの返済⑭ローンの返済
43.6万円43.6万円
（5.3％）（5.3％）

⑪税金・⑪税金・
自治会の会費自治会の会費
102.2万円102.2万円
（12.4％）（12.4％）

⑮その他
35.9万円
（4.4％）

⑩預貯金⑩預貯金
92.0万円92.0万円
（11.2％）（11.2％）

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
姿

市
の
取
り
組
み
と
成
果

経
済
情
勢
と
今
後
の
展
望

今
後
の
取
り
組
み
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教育と文化

● 問合先　学校教育課学校教育係 ( ☎ 23-3185)

令和６年度４月実施　全国学力・学習状況調査の結果

１ 学力調査（正答率）　　

    小学校（第６学年）

国　語 算　数
全　国 67.8％ 63.6％

県 66.0％ 62.0％
市 63.0％ 58.0％

  中学校（第３学年）

● 良好だった項目
　国　語：言語の特徴や使い方に関する事項
　算　数：知識・技能
● 課題がある項目
　国　語：我が国の言語文化に関する事項、書くこと
　算　数：数と計算、変化と関係

２ 質問紙（生活・意識）調査　　

■全国・県との比較で良好だった項目
▷将来の夢や目標を持つことができている

■全国・県との比較で良好だった項目
▷将来の夢や目標を持つことができている

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

　小学校６年生と中学校３年生を対象に、国語、算数・数学の学力調査と学習意欲や生活のことなどを調査する、
全国学力・学習状況調査がありました。
　調査結果については各学校で分析し、課題を明らかにして具体的な対策を考え、授業の改善や家庭学習をはじめ
とする基本的な生活習慣の定着につなげます。

● 良好だった項目
　国　語：我が国の言語文化に関する事項
　数　学：データの活用
● 課題がある項目
　国　語：書くこと、読むこと
　数　学：数と式、図形、関数

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 82.4％ 9.8％ 7.7％

県 83.2％ 9.9％ 6.8％
市 84.8％ 7.3％ 7.9％

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 66.3％ 20.6％ 13.1％

県 67.0％ 20.7％ 12.3％
市 68.0％ 21.0％ 11.0％

■全国・県との比較で課題がある項目
▷自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 75.8％ 18.6％ 5.5％

県 76.7％ 18.2％ 5.1％
市 69.2％ 23.1％ 7.7％

■全国・県との比較で課題がある項目
▷自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 76.2％ 18.7％ 5.1％

県 76.2％ 19.2％ 4.6％
市 69.1％ 25.0％ 5.9％

▷家庭学習（塾などを含む）での勉強時間【平日】
２時間以上 １〜２時間 １時間未満

全　国 23.5％ 31.1％ 45.4％
県 18.6％ 28.8％ 52.6％
市 12.1％ 23.1％ 64.8％

▷家庭学習（塾などを含む）での勉強時間【平日】

　学校・家庭・地域の役割

　伊万里で育つ子どもたちが、将来の夢や目標を持ち、郷土や友人を大切にしていることが分かります。多様性
のある社会を生き抜く力を身に付けるためには、本に触れて心を豊かにするなど次のようなことが必要です。

■  学　校　各学校で結果を分析し、主体的に学習に取り組むための方策や話し合い活動などの他者との意見交流
を取り入れた活動について、職員全員で議論し、研修を行うなどして授業を改善していく必要があります。また、
良い結果を認めて褒めることで、子どもたちに自信を持たせなければなりません。

■  家　庭　親子で将来の夢やその実現について話し会う機会を持ったり、読書を通じて、その内容などについて
話し会う機会を持ったりすることで、子どもたちが自己実現のためのビジョンを持ち、計画的に物事に取り組
む姿勢を養うことができると考えています。これは、家庭学習の充実にもつながります。

■  学校と地域との連携　コミュニティ・スクールや地域の行事に参加するなどして、子どもたちがさまざまな年
代の人と交流を深めることで「自分が人の役に立っている」「貢献している」という『自己有用感（※）』を高
めることができます。このことは、多様性がある社会を生き抜く力につながります。

　（※）自分が人の役に立っているという気持ち

※無回答などにより、割合の計が 100％にならないものがあります。

国　語 数　学
全　国 58.1％ 52.5％

県 55.0％ 48.0％
市 51.0％ 44.0％

２時間以上 １〜２時間 １時間未満
全　国 31.7％ 32.6％ 35.7％

県 19.2％ 29.7％ 51.1％
市 14.4％ 25.0％ 60.6％

教育と文化

※ そのほかの良好な項目は『いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う』『人の役に立つ人間になりたいと思う』
がありました。

※【★】・・・『あてはまる』は、『あてはまる』と『どちらかといえばあてはまる』をあわせた数値

62024.10 広報伊万里



郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

互
い
の
健
康
を
思
い
や
れ
る
社
会
へ

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
23
‐
２
１
１
５
）

　
職
業
観
・
家
庭
観
が
大
き
く
変

わ
る
中
、
す
べ
て
の
人
が
希
望
に

応
じ
て
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍

で
き
る
社
会
へ
の
変
革
が
実
現
し

た
姿
は
『
令
和
モ
デ
ル
』
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
を
中
心

に
、
男
女
と
も
に
『
令
和
モ
デ
ル
』

を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
『
男
女
共
同
参
画

白
書
』
で
は
『
令
和
モ
デ
ル
』
の

実
現
に
は
、
仕
事
と
健
康
の
両
立

が
重
要
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
た

め
に
多
く
の
企
業
が
性
別
特
有
の

健
康
課
題
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
白

書
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

健
康
課
題
に
つ
い
て
『
気
に
な
る

症
状
に
対
処
で
き
て
い
る
』
と
回

答
し
た
の
は
、
男
性
の
割
合
の
方

が
女
性
の
割
合
よ
り
も
高
く
『
昇

進
意
欲
』
に
関
す
る
項
目
で
も
同

様
で
、
男
女
で
は
大
き
な
差
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
虎
に
翼
』

で
は
、
主
人
公
が
月
経
に
よ
る
体

調
不
良
で
学
業
を
休
ん
だ
り
、
無

理
を
し
て
出
勤
し
た
り
す
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
職
場
環
境

や
立
場
、
時
代
な
ど
、
理
由
は
複

合
的
に
あ
り
ま
す
が
、
周
囲
に
体

調
不
良
で
あ
る
こ
と
を
言
え
ず
に

我
慢
し
て
が
ん
ば
り
続
け
る
主
人

公
の
姿
は
、
現
代
を
生
き
る
女
性

の
多
く
が
共
感
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
男
女
の
特
性
を

踏
ま
え
た
健
康
課
題
の
理
解
や
相

談
し
や
す
い
環
境
、
柔
軟
な
働
き

方
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
職
場
で

の
性
別
特
有
の
健
康
へ
の
配
慮
や

対
処
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

持
つ
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
へ
前
進
す
る
で
し
ょ
う
。『
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無

意
識
の
思
い
込
み
）
を
解
消
す
る

た
め
の
取
り
組
み
』『
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
人
材
育
成
』

『
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
』

『
女
性
の
役
員
・
管
理
職
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
』
な
ど
課
題
は
多

く
あ
り
ま
す
。
課
題
の
解
決
の
た

め
に
事
業
主
に
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
）

な
ど
の
取
り
組
み
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
よ
り

働
き
や
す
く
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【�

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話

会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
】

教育と文化

　
東
山
代
町
里
地
区
に
所
在
す
る

青
幡
神
社
の
境
内
に
は
『
神
木
』

と
さ
れ
る
大
き
な
楠
（
く
す
の
き
）

が
あ
り
ま
す
。

　
楠
は
、
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
高

木
で
、
日
本
で
最
も
大
き
く
成
長

す
る
樹
種
で
す
。『
樟
脳
（
し
ょ
う

の
う
）』
と
い
う
防
虫
成
分
を
含
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
家
具
の
材
料

や
建
築
資
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
青
幡
神
社
の
楠
は
、
昭
和
40
年

に
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
大
き
さ
で
、
根
回
り
約

27
・
７
㍍
、
目
通
り
幹
回
り
（
目

線
の
高
さ
で
の
幹
の
回
り
）
約

11
・
４
㍍
、
樹
高
約
16
㍍
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
枝
は
地
上
か
ら
約

５
㍍
の
と
こ
ろ
で
大
き
く
三
方
向

に
分
か
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
そ
こ

か
ら
四
方
に
枝
葉
が
生
い
繫
る
姿

は
、
と
て
も
美
し
く
、
圧
倒
的
な

存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　
青
幡
神
社
は
、
松
浦
党
に
ゆ
か
り

の
深
い
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
２
代

当
祖
の
源
直（
み
な
も
と
の
な
お
す
）

が
、
久
安
（
き
ゅ
う
あ
ん
）
年
間

（
１
１
４
５
年
～
１
１
５
０
年
）
に

支
配
下
で
あ
っ
た
東
山
代
町
の
里

に
政
庁
を
築
き
、
そ
の
鎮
守
と
し
て

創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
楠
も
、
古
く
か
ら
神
木

と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
、
今
日

ま
で
地
元
を
中
心
に
、
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

青
幡
神
社
の
大
楠

〜
伊
万
里
の
天
然
記
念
物
シ
リ
ー
ズ
③
〜

　
伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
が
、

８
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
金
賞
を
獲
得

し
、
３
年
連
続
で
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
、
５
・
６
年
生
の
部
員

16
人
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
深
浦

弘
信
市
長
に
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ

出
場
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
部
長
の
黒
川
さ
く
ら
さ
ん
は

「
発
声
の
練
習
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
本
番
直
前
ま
で
、
全
員
で

練
習
を
が
ん
ば
っ
て
き
た
。
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
私
た
ち
の
歌

声
と
曲
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伝
え
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
小
学
生
の
部
は
、
10
月
13

日
に
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

伊
万
里
小
コ
ー
ラ
ス
部

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ

↑ 課題曲『かわっただけだよ ヘン
じゃない』を披露する児童たち
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みんなの広場

第 51 回伊万里市老人福祉大会

健康寿命をのばし地域づくりを担うために

↑ 今年で結成 45 周年を迎えた佐賀県警察音楽隊ですが、老
人福祉大会で演奏を披露したのは、今回が初めてでした

8.21

市民センターで、市と市老人クラブ連合会が主催する『市

老人福祉大会』が行われました。大会は式典と佐賀県警

察音楽隊による記念演奏会の２部構成で行われ、演奏会

では、音楽隊の素晴らしい演奏とダンスが披露され、会

場に集まった 500 人を超える参加者から大きな拍手と

歓声が送られていました。また、演奏の合間には隊員

が詐欺や交通事故に注意するよう呼びかけていました。

2024 伊万里市同和問題講演会

差別のない明るい社会を目指して

市民センターで『同和問題講演会』がありました。これは、

同和問題をはじめとするあらゆる人権問題に対する市民の正

しい理解と認識を深めることを目的に毎年開かれているもの

で、今回は、近畿大学名誉教授の奥田均さんが講演を行い『部

落差別、まだあるの？どこにあるの？なくせるの？』と題し

「差別は社会の隅々に存在しているが、差別を社会問題として

とらえて、社会を変革することで解消できる」と話しました。

↑ 奥田さんは、参加者に「私たちが作りだしてしまった差別は、
私たちの取り組みによって解決できる」と語りかけました

8.27

国際 DAY キャンプ IN すみやま

地域おこし協力隊員発案の自然型国際交流

↑眺めのいい場所で記念写真に写る参加者や運営スタッフ。製作
　したばかりのランプシェードを手にしている人たちもいます

すみやま交流センターで『国際DAYキャンプINすみやま』が

ありました。これは、地域資源であるすみやま棚田の活用と国

際交流を組み合わせ、新しい地域の魅力の発見につなげようと、

地域おこし協力隊が主体になり開いたものです。日本、ベトナム、

フィリピン、韓国、コロンビアなど７か国からの参加者は、自然

豊かな炭山地区でランプシェードやカレー作りなどを通して交

流を深め、お互いの文化や価値観の違いなどに触れていました。

9.7

伊万里コミュニティセンターで『お茶教室』がありました。こ

れは、伊万里地区が地域の歴史や食、健康などをテーマに開

催している『啓蒙舎塾』の一環として開かれたもので、講師は、

東山代町日南郷地区でお茶を栽培している横田満郎さんと横

田知美さんが務めました。参加者は、農薬や肥料を使用しな

いこだわりの自然栽培の話を聞いたり、さまざまな種類のお

茶を飲み比べしたりするなど、お茶の魅力に触れていました。

9.5

↑ 講話では、お湯の温度や茶葉の量、抽出時間を工夫するなど、
旨味や甘みを引き出すお茶の淹れ方の話がありました

啓蒙舎塾第３回学習会『お茶農家によるお茶教室』

生産者とふれあい『思い』『魅力』を体感

82024.10 広報伊万里



10 月の市民スポーツ

18 日（金）
● 市老連レディースグラウンド・ゴ

ルフ大会
　午前９時10 分開会　国見台球技場

19 日（土）、26 日（土）
● 伊万里ケーブルテレビジョン旗争

奪少年野球大会
　午前８時 30 分開会　

伊万里松浦球技場

20 日（日）
● 伊万里４地区テニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技
会

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

　
９
月
11
日
、
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

で
『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
第
78
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技
会

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン

グ
』
が
行
わ
れ
、全
国
か
ら
集
ま
っ

た
男
子
39
人
、
女
子
28
人
が
出
場

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

スポーツ

《 

大
会
成
績 

》

【
男
子
５
㌔
㍍
】

▽
１
　
位

　
南
出
　
大
伸
（
和
歌
山
県)

　
58
分
46
秒
６

▽
２
　
位

　
本
山
　
空
（
奈
良
県)

　
58
分
47
秒
７

▽
３
　
位

　 

古
畑
　
海
生
（
兵
庫
県
）

　
58
分
48
秒

▽
４
　
位

　 

岩
住
　
宏
一
郎
（
大
阪
府
）

　
58
分
50
秒
９

【
女
子
５
㌔
㍍
】

▽
１
　
位

　
蝦
名
　
愛
梨
（
北
海
道)

　
１
時
間
０
分
41
秒

▽
２
　
位

　
梶
本
　
一
花
（
大
阪
府)

　
１
時
間
１
分
９
秒
６

▽
３
　
位

　�

竹
澤
　
瑠
珂
（
東
京
都
）

　
１
時
間
１
分
13
秒
８

▽
４
　
位

　�

高
　
遥
香
（
静
岡
県
）

　
１
時
間
３
分
53
秒
３

　
今
大
会
で
は
、
１
位
か
ら
４
位

ま
で
の
選
手
に
伊
万
里
市
の
特
産

品
で
あ
る
伊
万
里
牛
や
伊
万
里
梨

な
ど
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
成
年
、

大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
の
各

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
１
位
の
タ
イ
ム
を

記
録
し
た
選
手
に
は
、
伊
万
里
鍋

島
焼
の
陶
板
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
賀
県
代
表
選
手
は
、
渡
辺
雅

空
選
手
が
男
子
５
㌔
㍍
で
５
位
、

宮
崎
彩
子
選
手
が
女
子
５
㌔
㍍
で

17
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

↑ 男子はゴール直前まで接戦となる熱
いレース展開でした

　
８
月
31
日
、
国
見
台
体
育
館
で

佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
の
選
手
と

コ
ー
チ
に
よ
る『
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
が
小
・
中
学
生

を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
と

佐
賀
県
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

振
興
協
議
会
が
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
伊
万
里
市
で
開
催
さ
れ
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー

ズ
の
角
田
太
輝
選
手
と
チ
ェ
イ

ス
・
フ
ィ
ー
ラ
ー
選
手
な
ど
が
指

導
に
訪
れ
、
集
ま
っ
た
小
・
中
学

生
に
ド
リ
ブ
ル
や
レ
イ
ア
ッ
プ

シ
ュ
ー
ト
な
ど
プ
レ
ー
の
コ
ツ
を

伝
え
た
ほ
か
、
両
選
手
を
交
え
て

の
試
合
を
行
う
な
ど
バ
ス
ケ
ッ
ト

男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
で
活
躍

『
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
』
選
手
・
コ
ー
チ
に
よ
る

バ
ス
ケ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
地
域
ク
リ
ニ
ッ
ク

● 

期
　
日
　�

８
月
31
日
、
９
月
１
日

● 

場
　
所
　
唐
津
市
文
化
体
育
館

（
唐
津
市
）

《
市
内
選
手
の
上
位
成
績
》

【
小
学
６
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
３
　
位

　
志
水
　
花
帆
（
ま
き
し
ま
Ｊ
ｒ
）

【
小
学
５
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
３
　
位

　
竹
下
　
い
ち
か（
ま
き
し
ま
Ｊ
ｒ
）

第
41
回
全
九
州
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
県
選
考
会

ボ
ー
ル
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

国
内
最
高
峰
の
リ
ー
グ
で
戦
う
選

手
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
顔
に
は
、
終
始
笑
顔
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

↑ 身長が 203cm あるフィーラー選手の高
さに子どもたちは圧倒されていました

↑ ゲームでは、中学生が角田選手（左）
を相手に果敢に勝負を挑みました

↑ 市の特産品の目録を手にする南出選手（左から４
人目）や蝦名選手（同５人目）などの選手たち
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ほがらか

秋あ
き

祭ま
つ

り  
近ち

か

ま
り
く
れ
ば  

人ひ
と

々び
と

は  

　
　
　
　  
囃は

や

し
の
稽け

い

古こ

に  

力ち
か
ら

の
入い

り
ぬ

武た
け

富と
み

　
千ち

歳と
せ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

永な
が

尾お

　
　
勲
い
さ
お

笛ふ
え

の
音ね

を
遠と

お

く
に
聞き

き
て
村む

ら

祭
ま
つ
り

　
８
月
28
日
、
市
民
図
書
館
で
絵

本
『
の
ぼ
り
龍
の
も
の
が
た
り
』

の
寄
付
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
、
鳥
栖
市
で
弁
護

士
と
絵
本
作
家
の
二
刀
流
で
活
動

す
る
園
木
ま
さ
さ
ん
が
物
語
を
、

伊
万
里
市
在
住
の
画
家
心

こ
こ
ろ

野の

羽は
ね

さ
ん
が
絵
を
担
当
し
た
も
の
で
、

心
野
さ
ん
の
絵
本
デ
ビ
ュ
ー
作
で

も
あ
り
ま
す
。

　
贈
呈
式
に
出
席
し
た
園
木
さ
ん

は
「
今
作
品
は
、
知
り
合
い
の
格

闘
家
の
人
生
か
ら
想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
制
作
し
た
。
心
野
さ
ん
の
居

住
地
と
い
う
こ
と
で
、
伊
万
里
市

に
本
を
寄
贈
で
き
た
こ
と
は
縁
だ

と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
心
野
さ
ん
は
「
絵
本
を

手
に
取
っ
て
く
れ
た
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
何
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
思
い
を
込
め
て
描
い

た
。
多
く
の
人
に
絵
本
を
読
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。↑ 絵本『のぼり龍のものがたり』

　
山
代
町
楠
久
津
子
ど
も
会
が
、

嬉
野
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第
52
回

佐
賀
県
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
）』
で
優
勝
し

た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
、
９
月

11
日
、
松
本
定
教
育
長
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
楠
久
津
子
ど
も
会
は
、
８
月
に

行
わ
れ
た
市
子
ど
も
会
連
合
会
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
市
の

代
表
と
し
て
２
年
連
続
で
県
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
の
県
大

会
は
惜
し
く
も
２
位
で
し
た
が
、

今
回
は
、
そ
の
雪
辱
を
果
た
し
見

事
に
優
勝
し
ま
し
た
。
来
年
は
、

今
大
会
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
が
全
員

残
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
県
大
会

連
覇
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

楠
久
津
子
ど
も
会

県
子
ス
ポ
大
会
優
勝

↑  40 人を超える楠久津子ども会の中から選抜
されたメンバーで県大会を勝ち抜きました

　百歳の誕生日おめでとうございます。長寿を祝って
記念の飾り皿を贈呈しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘訣は
　新聞を隅から隅まで読むのが日課
です。若い頃は茶道や華道などの稽
古に励んでいました。

松井　壽美子さん（大坪町）
８月 19 日生まれ

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　体を動かすことが好きでした。行
事のときは、老人会の仲間と一緒に
踊りを披露していました。

𠩤　二代さん（立花町）
８月 16 日生まれ

市
在
住
の
画
家
『
心
野
羽
さ
ん
』
の

絵
本
デ
ビ
ュ
ー
作
を
市
民
図
書
館
に
寄
贈

　
今
回
『
の
ぼ
り
龍
の
も
の
が
た

り
』
の
ほ
か
、
園
木
さ
ん
が
こ
れ

ま
で
作
っ
た
著
書
７
冊
も
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

↑ 絵本を寄贈する園木さん（右）↑ 披露された貴重な原画
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『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

樋渡 哲子さん
（73 歳）

　オカリナは、私を癒してくれる唯一の楽
器です。平成 26 年に名古屋ドームでオカ
リナのギネス世界記録に挑戦したことが最
大の思い出です。
　これからもオカリナを続けていきたいです。

　臨時記号や指の位置で頭がいっぱいに
なりますが、年齢を重ねながら、みんなで、
和気あいあいと練習を楽しんでいます。
　市民音楽祭や公民館祭りに出場するた
め、日々練習を頑張っています。

　オカリナを上手に吹けないときもあり
ますが、先生の優しい指導のおかげでレ
パートリーが増えています。
　九州大会や市民音楽祭など、皆さんと
一緒にこれからも活動を楽しみたいです。

山口 すみえさん
（73 歳）

多久島 京子さん
（79 歳）

↑ 会員の皆さんと続宗一美先生（前列中央）

いまり 決まり！で、

働くなら

西
にし

田
だ

 昇
しょう

平
へい

 さん

（29歳・脇田町）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　 

コ
ピ
ー
機
・
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の

修
理
や
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　 

専
門
用
語
な
ど
は
お
客
さ
ま
に
伝

わ
る
よ
う
な
言
葉
に
置
き
換
え

て
、
説
明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す

◇ 

目
標
（
仕
事
）
は

　 

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
『
カ
ス
タ
マ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
』
に
な
る
こ
と
で
す

◇ 

自
己
Ｐ
Ｒ
　

　 

お
客
様
と
話
す
と
き
は
、
落
ち

着
い
て
笑
顔
で
対
処
し
ま
す

◇ 

趣
味
・
特
技
　
ド
ラ
イ
ブ
・
旅

行
が
趣
味
で
旅
先
で
は
運
転
を

担
当
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

◇ 

市
民
へ
一
言
　
相
談
事
は
ソ

ア
ー
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
！

◆  株式会社 ソアー ( 二里町 )

◆ 平成 29 年 4 月入社

ア ル バ ム

わが家の

川
かわはら

原 大
や ま と

和さん

＊嗣
し ろ う

郎・茉
ま な

南さんの子

＊富士町

　
い
つ
も
笑
顔
の
や
ま
と
く
ん

♥
や
ま
と
く
ん
が
い
る
と
家
の

中
が
明
る
く
な
る
よ
♫
こ
れ
か

ら
も
そ
の
笑
顔
で
み
ん
な
を
楽

し
ま
せ
て
ね
♪

野
菜
を
食
べ
な

い
と
こ
ろ
ま
で

お
兄
ち
ゃ
ん
の

真
似
し
な
い
で

い
い
か
ら
ね
♥

(     )2 歳
11 か月

　
ぼ
く
は
明
る
い
お
家
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
。
マ
イ
ペ
ー
ス
な

３
兄
弟
の
お
調
子
者
だ
よ
☆
お

兄
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
っ
こ
が
大
好

き
で
ご
は
ん
も
ま
ね
し
ち
ゃ
う

ん
だ
♫
消
防
車
と
ポ
ケ
モ
ン
の

ぬ
い
ぐ
る
み
が
い
ま
の
お
気
に

入
り
♥
す
き
な
食
べ
も
の
は
や

き
そ
ば
だ
よ
♪

ほがらか

〜元気に集う〜〜元気に集う〜
　市内には、健康体操や趣味の活動など『集いの場』で活発に活動してい市内には、健康体操や趣味の活動など『集いの場』で活発に活動してい
るグループがたくさんあります。るグループがたくさんあります。
　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。

メンバー紹介メンバー紹介

● 問合先問合先　　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（長寿社会課高齢福祉・介護認定係（ 　  　 ☎☎ 23-216223-2162））

　オカリナサークル『向日葵』は、オカリ　オカリナサークル『向日葵』は、オカリ
ナをとおして、皆さんと心温まる時間や生ナをとおして、皆さんと心温まる時間や生
きがいを提供します。土で作られたオカリきがいを提供します。土で作られたオカリ
ナは素朴な音色を奏でますよ。ナは素朴な音色を奏でますよ。
　見学はいつでもできますので、私たちと　見学はいつでもできますので、私たちと
一緒にオカリナの演奏を楽しみませんか。一緒にオカリナの演奏を楽しみませんか。
●● 会員数　会員数　８人８人
●● 活動内容活動内容
　　第２・４水曜日に練習しています。第２・４水曜日に練習しています。
　 歌唱や歌謡曲などレパートリーがたくさ　 歌唱や歌謡曲などレパートリーがたくさ

んあり、公民館祭りや市民音楽祭、老人んあり、公民館祭りや市民音楽祭、老人
ホームなどで演奏しています。ホームなどで演奏しています。

  ●● 活動場所　活動場所　伊万里コミュニティセンター伊万里コミュニティセンター

vol.12vol.12
オカリナサークルオカリナサークル

『向日葵』『向日葵』（伊万里地区）（伊万里地区）
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インフォメーションi

いまりいまり秋秋祭り祭り 20242024

● 問合先　シティプロモーション推進課観光振興係
（  　☎ 20 ｰ 9031））

10月10月2626日（日（土土）・）・2727日（日（日日））

市街地特設ステージほか市街地特設ステージほか

■１日目：10 月 26 日（土）

時　間 内　　容

午前 ９時 30 分
オープニングセレモニー

（伊万里子ども太鼓の会）

午前 10 時 10 分 リトルスターズショー

午後 ０時 30 分 観光大使・池田輝
てる

郎
お

さんオンステージ

午後 １時 10 分 伝統芸能披露（東山代 巫
み

女
こ

踊りなど）

午後 ２時 40 分 いまりダンスフェスタ　第１部

午後 ３時 30 分 伊万里太鼓の会の演奏

午後 ４時 25 分 いまりダンスフェスタ　第２部

午後 ５時 10 分 伊万里高校パフォーマンス

■２日目：10 月 27 日（日）

時　間 内　　容

午前 ９時 30 分 モーモちゃん体操

午前 10 時 20 分 カラオケ★トンテントン

午後 ０時 20 分 ブラスバンドフェスティバル

午後 １時 30 分 市民総踊り

午後 ４時 30 分 至
し

誠
せい

龍
りゅう

神
じん

太鼓の演奏

午後 ５時 00 分 伊万里太鼓の会の演奏

物産展
● 日　時　 
　10 月 26 日（土）・27 日（日）　午前 11 時〜午後９時
● 場　所　
　市営中央駐車場 ほか
●  内　容　
　 福岡の人気飲食店による伊万里産の食材を使った伊

万里フェア ほか
※ イベントの内容・日程は変更する可能性

があります。

イベント内容の最新情報などは市ホー
ムページで確認してください。→

船
ふな

屋
や

橋からの太鼓の演奏や川落し合戦の観覧
　観覧許可証を持っていない人は入れません。観覧許
　可証は、27 日午後３時 30 分から、船屋橋の受付で
　先着 100 人に配付します。

イベント情報ベント情報

市制施行 70 周年記念

小森 陽一さんとの連携企画『陽心塾』を開講します

◆◆  会場会場  ◆◆

◆◆  日程日程  ◆◆

　市制施行 70 周年を記念して、本市出身の人気作家『小森 陽一』の世界に触れながら、
太陽のように力強い伊万里市を作り上げるとともに、子どもから大人まで、豊かな心を育
む特別な塾『陽心塾』を開講します。

映画や特撮の世界観を伊万里で体感！！
● 日　時　 10 月 13 日（日）　午前９時〜午後３時
● 場　所　株式会社名村造船所伊万里事業所（黒川町）
●  内　容　名村造船所伊万里事業所乗船・工場見学会と

の共同企画で、工場内での動画上映会やトークショー、
怪獣などの模型展示、ヒーローの登場イベントなど

※ 名村造船所伊万里事業所の竣工 50 周年記念として、
事業所が一般開放され、建造中の船舶の乗船見学やス
タンプラリーなどもあります。

海上保安庁の巡視船で伊万里湾を体感！！
● 日　時　11 月２日（土）　午前９時 30 分〜午後３時
● 場　所　伊万里港久原北３号岸壁（山代町）
●  内　容　海上保安庁の巡視船『いまり』での伊万里湾

体験航海、はたらくくるま大集合など
※ 体験航海は２回行う予定です。天候などで変更または

中止になる場合があります。
●  巡視船『いまり』乗船者の募集
▷募集人数　１回あたり最大 100 人（親子に限ります）
▷募集期間　10 月１日（火）〜 15 日（火）
▷応募方法　市ホームページの応募フォーム
※応募者多数の場合は抽選です。

● 問合先　シティプロモーション推進課シティプロモーション推進係（ 　☎ 20 ｰ 9031））

参加方法などイベント内容の最新情
報は市ホームページで確認してくだ
さい。→
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インフォメーションi

高齢者などへの新型コロナウイルスワクチン接種を実施します

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
　『第４次伊万里・有田地区定住自立圏共生ビジョン』（案）

◆意見募集期間
　10 月 25 日（金）〜 11 月 18 日（月）必着

◆案の公表場所・入手先
⑴ 企画政策課、市民情報コーナー、各コミュニティセン

ター、市民図書館

⑵市ホームページ　https://www.city.imari.lg.jp

◆意見の提出方法
　 意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法で提出してください。

①メール　kikaku@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１

　　　　　伊万里市役所企画政策課

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴のいずれか

④ファックス番号　22 ｰ 7213
◆問合先　企画政策課企画係（　 ☎ 23 ｰ 2124）

　市は、将来にわたって住民が生き生きと暮らすこと

ができる、豊かで自立した地域の形成に努めるため、

有田町とともに『伊万里・有田地区定住自立圏共生ビ

ジョン』を策定しています。

　定住自立圏とは、中心市と周辺市町村が協定に基

づいて圏域を形成するもので、中心市に都市機能を集

約するとともに、周辺市町村にも生活機能の確保や

農林水産業の振興などを図りながら、圏域全体の活

性化を目指すものです。

　今回は、第３次計画の期間終了に伴い、計画内容

の一部を見直します。

パブリックコメント（市民意見提出手続制度）を実施します

『 第４次伊万里・有田地区定住自立圏
共生ビジョン』（案）

　より多くの市民の意見を参考にするため、パブリックコメントを実施します。皆さんの意見を寄せてください。

◆今回 パブリックコメントを実施するもの ◆

● 問合先　健康づくり課健康推進係（ 　 ☎ 22 ｰ 3916）

医療機関名 電話番号

伊万里整形外科病院 23-2504

内山産婦人科医院 23-3241

大川野クリニック 20-8060

岡村医院 22-2304

小副川医院 22-4114

加茂医院 23-2014

きたじま整形外科 25-9977

ケンジンＳＰＡクリニック 22-7771

伊万里有田共立病院（有田町）0955-46-2121

医療機関名 電話番号

小島医院 25-0038

小島病院 27-2121

助廣医院 24-2023

隅田医院 23-3167

立石医院 28-0007

たなか内科クリニック 22-5800

西田病院 28-1111

日髙医院 23-5263

医療機関名 電話番号

泌尿器科いまりクリニック 22-9680

古川内科クリニック 21-0730

星のライフクリニック 24-3131

前田病院 23-5101

水上医院 28-3714

山口病院 23-5255

山元記念病院 23-2166

松浦中央病院（松浦市） 0956-72-3300

■実施医療機関
※県内の指定医療機関でも受診できます。

● 対　象
▷65 歳以上の人（接種日当日）
▷ 60 〜 64 歳で、心臓や腎臓、呼吸器などの障がいで

身体障がい者手帳１級に相当する人
● 持参するもの
　 本人確認ができる健康保険証や高齢受給者証、後期高

齢者医療被保険者証、身体障がい者手帳など
● 接種回数　１回

● 自己負担額　2,000 円
※ 生活保護世帯の人は、生活保護受給証明書があれば無

料です。
● 実施期間
　10 月１日（火）〜令和７年３月 31 日（月）
● その他
　 接種は予約が必要です。事前に直接医療機関に申し込

んでください。

※ 伊万里有田共立病院は、かかりつけ患者と過去にアレルギー枠で受けた人のみ
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インフォメーションi

市税の納付は口座振替などのキャッシュレス納付が便利です

　市税を納付する際は、安心・確実な『口座振替』や『地方税お支払サイト』『スマートフォン決済アプリ』での納
付が便利です。『市税４税（市県民税・森林環境税、固定資産税、国民健康保険税、軽自動車税）』の納付書に『地
方税統一ＱＲコード（以下、ＱＲコード）』を印字していて、この QR コードを利用することで、さまざまな種類の
スマートフォン決済アプリで納付することができます。また、地方税共同機構が開設している『地方税お支払サイト』
からは、クレジットカード、インターネットバンキングなどでキャッシュレス納付をすることができます。ぜひ活
用してください。
　なお、下記の方法で納付した場合、領収証書が発行されません。領収証書が必要な人は、納付書裏面に記載の金
融機関やコンビニエンスストアで納付してください。
※ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　口座振替は、申し込んだ預貯金口座から自動的に市税を引き落として納付する方法です。口座振替は、
市税の納期ごとに金融機関などへ支払いに行く手間がかからず、納付漏れや納付忘れの心配がありません。
手続きは、通帳・届出印と納税通知書が必要で、市内金融機関か市役所で行えます。

　地方税お支払サイトでは『クレジットカード払い（手数料負担あり）』や『インターネットバンキング』
などの納付方法が選べます。お手元に納付書を用意して、地方税お支払サイトへアクセスしてください。

　納付書に印刷された QR コードをスマートフォン決済アプリで読み取って納付することができます。利
用できるアプリの種類は『PayPay』『PayB』『auPAY』『楽天ペイ』『ｄ払い』『ファミペイ』などです。
　納付の上限額は、アプリの種類によって異なります。

① 口座振替による納付

③ スマートフォン決済アプリでの納付

● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23 ｰ 2152）

申込方法などはこちらから→

② 地方税お支払サイトを活用した納付

● 問合先　企業誘致・商工振興課商工振興係（　 ☎ 23 ｰ 2184）
　　　　　一般社団法人 佐賀県計量協会（☎ 0952-31-1411）

※通知書がない人も、各会場で検査を受けることができます。

　取引や証明に使用される計量器（はかり）の
使用者には、その精度を確認するため、計量法
で２年に１回の定期検査が義務付けられていま
す。右記の日程・場所・時間で、検査を実施し
ますので、必ず受けてください。
　前回（令和４年）の受検者には、所有計量器
などを明記した検査通知書を 10 月下旬に発送
します。検査を受けるときは、計量器と検査通
知書、手数料を持参してください。
◆ 注意事項 ◆
▷ 農業・漁業などで農水産物などの売買・出荷

のために使用する計量器も検査の対象です。
▷ 計量器が、持ち運びのできない大型なものや

取り外しが困難なものである場合は、計量器
の所在場所で検査を受けることができます。
この場合は、『所在場所定期検査申請書』の
提出が必要です。

日　程 場　所 時　間

11 月 21 日（木）波多津コミュニティセンター

午前10時30分〜正午、

午後１時〜３時

11 月 22 日（金）黒川コミュニティセンター

11 月 25 日（月）南波多コミュニティセンター

11 月 26 日（火）大川コミュニティセンター

11 月 27 日（水）山代コミュニティセンター

11 月 28 日（木）東山代コミュニティセンター

11 月 29 日（金）立花コミュニティセンター

計量器（はかり）の定期検査を行います

《 定期検査の日程・場所・時間 》

地方税お支払いサイトはこちらから→

アプリの種類確認はこちらから→

142024.10 広報伊万里



インフォメーションi

児童扶養手当の制度が変わります

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（　 ☎ 23 ｰ 2310）

　令和６年 11 月から児童扶養手当の制度が変わり、所得限度額と第３子以降の加算額が引き上げられます。
　制度改正後の初回の支給は令和７年１月で、対象は令和６年 11 月・12 月分です。

　第３子以降の加算額が引き上げられ、第２子の加算額と同額になります。

 所得限度額の引き上げ

　児童扶養手当は、前年の所得に応じて支給していて、手当の全額を支給する『全部支給』と、一部のみを支給する『一
部支給』があります。今回の改正で、全部支給と一部支給の判定基準となる所得限度額が、次の表のとおり引き上げ
られます。
　制度が改正されたことで、現在、所得超過などの理由で児童扶養手当を受給していない人でも支給の対象になる場
合があります。新たに支給の対象となる人が、手当を受給するためには申請する必要がありますので、まずは子育て
支援課に問い合わせてください。申請期限は、10 月 31 日（木）までです。

扶養家族
の人数

収入ベース 所得ベース 収入ベース 所得ベース

これまで 11月分〜 これまで 11月分〜 これまで 11月分〜 これまで 11月分〜

０人 1,220,000 1,420,000 490,000 690,000 3,114,000 3,343,000 1,920,000 2,080,000

１人 1,600,000 1,900,000 870,000 1,070,000 3,650,000 3,850,000 2,300,000 2,460,000

２人 2,157,000 2,443,000 1,250,000 1,450,000 4,125,000 4,325,000 2,680,000 2,840,000

３人 2,700,000 2,986,000 1,630,000 1,830,000 4,600,000 4,800,000 3,060,000 3,220,000

（単位：円）

 第３子以降の加算の引き上げ

▷全部支給　6,450 円
▷一部支給　6,440 円〜 3,230 円
※ 所得に応じて決まります。

▷全部支給　10,750 円
▷一部支給　10,740 円〜 5,380 円
※ 所得に応じて決まります。

◆ ◆ これまで ◆ ◆ 令和６年度 11 月分〜

引き上げ

◆◆   全額支給となる所得限度額   全額支給となる所得限度額
（受給資格者本人の前年所得）（受給資格者本人の前年所得）

◆ ◆   一部支給となる所得限度額  一部支給となる所得限度額
（受給資格者本人の前年所得）（受給資格者本人の前年所得）

伊万里市園芸団地入植希望者を募集しています伊万里市園芸団地入植希望者を募集しています

● 応募要件
▷ 農業に対する強い意志と意欲がある就農希望者や農

業後継者で、市内に在住し、令和９年産いちご栽培を
市園芸団地で開始するために研修を希望する人

▷ 研修先のトレーナー農家やいちご部会員、周辺農家な
どと協調して研修に参加できる人

▷ 50 歳未満（就農予定時点）
　※ 50 歳以上の人は、事前に相談してください。
● 募集期限　 令和６年 12 月末日まで

● 募集枠　２枠
● 応募方法　下記に問い合わせてください
● 問合先
　農業振興課内・伊万里市園芸団地運営協議会
　☎：23-2557、ファックス：23-2474
　メール：nougyousinkou@city.imari.lg.jp

伊万里市園芸団地に
ついてはこちらから→

15 2024.10
広報



● 予防接種の対象者
　 市内に住所がある、または市内の児童福祉施設に居住す

る小学校就学前の幼児（平成 30 年４月２日以降に生ま
れた幼児 )

● 助成対象となる接種期間　
　10 月中旬頃〜令和７年１月 31 日（金）
● 助成金額　助成対象期間内に２回目の接種を受けた場合
　に、幼児１人当たりの接種費用のうち 2,000 円（2,000
　円未満のときは接種費用の額）を助成します。
● 助成の方法
①現物給付【協力医療機関で接種する場合】
　 接種費用から 2,000 円を差し引いた金額を支払ってくだ

さい（助成金は医療機関が代理申請・受領します）。
②償還払い（口座振込）【協力医療機関以外で接種する場合】
　 接種時は、いったん接種費用の全額を支払い、助成申請書

に医療機関の証明を受けて、子育て支援課に申請してく
ださい（助成金は保護者の預金口座に振り込みます）。

● 必要書類
▷協力医療機関で接種する場合
　 母子手帳または１回目の接種済証明書、幼児の健康保険証
▷子育て支援課で手続きする場合
　 医療機関の証明済の助成申請書、幼児の健康保険証、印

鑑（朱肉使用のもの）、保護者名義の預金通帳
● 注意事項
　 予防接種を受けるために予約が必要な場合がありますの

で、医療機関に問い合わせてください。

● 問合先　子育て支援課子育て支援係（ 　 ☎ 23 ｰ 2310）

　幼児のインフルエンザの発病や重症化を予防するため、保護者の意思で予防接種を受けた幼児の保護者に対して、子育
て支援の観点から、子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的として実施します。

幼児インフルエンザ幼児インフルエンザ予防接種の２回目に 2,000 円を助成します

《協力医療機関》

所在地区名 医療機関名 電話番号

伊万里

③ 夏秋医院 23-2032
⑥ 岡村医院 22-2304
☆ 木本耳鼻咽喉科医院

（生後６か月以上）
22-3410

③ 日高医院 23-5263
③ 古川内科クリニック 21-0730

大　坪 ③ 隅田医院 23-3167

立　花
☆ 鈴山内科小児科医院 22-7366
☆ 産婦人科南ヶ丘クリニック 22-1135
☆ 山本こどもクリニック 20-1525

波多津 ☆ 小島医院 25-0038
南波多 ① 星のライフクリニック 24-3131
大　川 ☆ 大川野クリニック 20-8060

二　里
☆ 井手小児科医院 23-8157
☆ いとう小児科 20-1611

東山代 ☆ 内山産婦人科医院 23-3241

山　代
③ 西田病院 28-1111
④ 水上医院 28-3714

有田町
☆ 伊万里有田共立病院

（生後６か月以上）
0955-46-2121

唐津市 ☆ 唐津市民病院きたはた
（生後６か月以上）0955-64-2611

※記号は受付可能年齢（①：１歳以上、③：３歳以上、
　④：４歳以上、⑥：６歳以上、☆：全年齢）
※できるだけ、かかりつけの医療機関を利用しましょう。

インフォメーションi

　
こ
ん
に
ち
は
～
相
木
で
す
！

　
８
月
11
日
に
今
年
で
第
７
回
目
と
な
る
『
イ

ノ
ピ
カ
点
灯
式
in
川
内
野
』
を
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ノ
ピ
カ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
川
内
野
区
民
と
佐
賀
大

学
生
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
シ
シ

除
け
の
フ
ェ
ン
ス
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

飾
り
つ
け
、
点
灯
式
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
昨
年
は
台
風
や
天
候
不
順
が
続
い
た
た
め
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
作
業
を
思
っ
た

よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
点
灯
式
直

前
ま
で
作
業
を
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
台
風

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
佐
賀
大
学
生
が
多
く
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
で
、
着
々
と
作
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
！

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
場
所
は
、

日
影
が
全
く
な
い
田
ん
ぼ
道
で
す
。
酷
暑
の

中
、
毎
日
の
よ
う
に
設
置
作
業
を
行
う
地
域

の
皆
さ
ん
の
タ
フ
さ
に
は
毎
年
脱
帽
で
す
！

　
10
月
26
日
に
は
『
イ
ノ
ピ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
綺
麗
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の

そ
ば
で
素

敵
な
音
楽

が
聴
け
る

の
で
ぜ
ひ
、

お
越
し
く

だ
さ
い
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑬

イノピカ点灯式イノピカ点灯式
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②
清
掃

　�

浄
化
槽
の
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚

泥
を
抜
き
取
り
ま
す
。
市
が
許

可
す
る
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

■ 

保
守
点
検
（
県
登
録
業
者
）
と

清
掃
（
市
許
可
業
者
）
を
行
う

事
業
所

▽
株
式
会
社
あ
く
あ
ぐ
り
ー
ん

（
☎
22
‐
４
７
３
８
）

▽
株
式
会
社
カ
ン
セ
イ

（
☎
22
‐
６
１
３
８
）

■ 

保
守
点
検
の
み
を
行
う
事
業
所

▽
エ
コ
・
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

（
☎
20
‐
２
６
７
７
）

10
月
１
日
は
『
浄
化
槽
の
日
』

　
　
　
　
　
　 

浄
化
槽
を
使
用
中
の
皆
さ
ん
へ

　
浄
化
槽
は
、
下
水
道
と
同
じ
よ

う
に
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に

し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
使
い

方
を
間
違
え
る
と
水
質
の
汚
濁
な

ど
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
正
し
い
使
い
方

を
心
が
け
、
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

◆ 

浄
化
槽
は
定
期
的
な
維
持
管
理

を
し
て
く
だ
さ
い

① 

保
守
点
検

　�

浄
化
槽
の
点
検
や
調
整
な
ど
を
行

い
ま
す
。
専
門
知
識
が
必
要
で
す

の
で
、
県
の
登
録
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。

インフォメーションi

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
８
月
１
日
～
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼
20
万
円

　�

松
本
　
惠
子
（
南
波
多
町
）

有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

大迫力の「流鏑馬」を観覧しませんか

日時／10月17日（木） 
会場／パレード：泉山～佐賀銀行
　　　おまつり広場：有田駅前
内容／両手に持った陶磁器の皿を踊りに合わせて
　　打ち鳴らす皿踊りが見どころの秋祭り

第63回　有田皿山まつり

日時／10月13日（日）　9:00～15：00
場所／株式会社名村造船所伊万里事業所
　　　（伊万里市黒川町塩屋5番地1）
内容／動画上映会、伊万里市出身の人気作家
　　   小森陽一氏トークショー、手作り模型
           の展示など

▲ホームページ

詳しくは

詳しくは

有田商工会議所
☎0955-42-4111

映画や特撮の世界観を伊万里で体感！！
～名村造船所伊万里事業所乗船・工場見学会共同企画～

■武雄の流鏑馬
日時／10月23日（水）14:00～
場所／武雄神社下馬場
お問合せ／武雄流鏑馬保存会（観光課内）
　　　　　☎0954-23-9237

詳しくは

▲ホームページ

■黒髪神社の流鏑馬
日時／10月29日（火）15:00～
場所／黒髪神社
お問合せ／黒髪神社  ☎0954-45-2104

▲ホームページ

シティプロモーション推進課
   ☎0955-20-9031

▽
株
式
会
社
翼
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
☎
24
‐
３
０
３
８
）

▽
岩
尾
磁
器
工
業
株
式
会
社

（
☎
43
‐
２
１
１
１
）

③
法
定
検
査
（
年
１
回
）

　�

保
守
点
検
や
清
掃
が
き
ち
ん
と

行
わ
れ
、
浄
化
槽
が
正
し
く
機

能
し
て
い
る
か
、
一
般
財
団
法

人
佐
賀
県
環
境
科
学
検
査
協
会

（
指
定
検
査
機
関
）
の
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
と
き
は
届

　�

け
出
が
必
要
で
す
。
廃
止
の
手

続
き
な
ど
は
、
伊
万
里
保
健
福

祉
事
務
所
環
境
保
全
課
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　�

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所
環
境

保
全
課
（
☎
23
‐
５
１
８
８
）

◆ 

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
日
常
的
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

▽�

便
器
を
清
掃
す
る
と
き
は
、
微

生
物
に
影
響
を
与
え
る
薬
剤
を

使
わ
な
い
。

▽�

ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
物
を
流
さ
な
い
。

▽�

台
所
か
ら
、
野
菜
く
ず
や
油
を

流
さ
な
い
。

▽�

浄
化
槽
に
設
置
し
て
い
る
ブ
ロ

ワ
ー
の
電
源
は
切
ら
な
い
。

▽�

マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に
物
を
置
か

ず
、
ふ
た
は
常
に
き
ち
ん
と
閉

じ
て
お
く
。

● 

問
合
先

　
上
下
水
道
部
管
理
課

（
　
☎
23
‐
５
４
９
０
）
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区
域
　
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上

▽�

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
１
万
平
方
㍍
以
上

●

問
合
先

▽�

企
画
政
策
課
企
画
係

（
　
☎
23
‐
２
１
２
４
）

▽�

佐
賀
県
土
地
利
活
用
課

（
☎
０
９
５
２
‐
25
‐
７
０
３
４
）

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電

話
や
来
所
で
の
相
談
を
平
日（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

に
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
相

談
重
点
受
付
期
間
は
、
平
日
の
受

け
付
け
時
間
を
延
長
し
、
週
末
も

暮らしのチャンネル

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

お
知
ら
せ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
な
ど
の
販
売

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①パパ広場

親子の集いの広場です。お父さんと一緒

に遊びにきませんか。

▷日　時　毎月第３土曜日

　　　　　午前９時 30 分〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　10 月 30 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23‐5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　
大
規
模
な
土
地
取
り
引
き
に

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
一
定
規
模
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
契
約
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内
に
、
土
地
の

所
在
す
る
市
町
を
経
由
し
て
、
県

知
事
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
の
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
と
な
る
面
積

▽
市
街
化
区
域

　
２
０
０
０
平
方
㍍
以
上

▽�

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

有
田
川
ふ
れ
あ
い

カ

ワ

ニ

バ

ル

相
談
を
受
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

●

重
点
受
付
期
間

　
10
月
28
日
（
月
）
〜

11
月
３
日
（
日
）

●

期
間
中
の
受
付
時
間

▽
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
来
所
の
場
合
の
受
け
付
け
は
、

午
後
７
時
ま
で
で
す
。

▽
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
来
所
の
場
合
の
受
け
付
け
は
、

午
後
４
時
ま
で
で
す
。

●

問
合
先

　
佐
賀
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
‐
25
‐
７
２
４
２
）

　『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
』
と
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
』
が
、
現
在
発
売
中
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●

発
売
期
間

　
９
月
17
日
（
火
）
〜

10
月
17
日
（
木
）

●

抽
せ
ん
日
　
10
月
25
日
（
金
）

●

問
合
先

　
公
益
財
団
法
人
佐
賀
県
市
町
村

振
興
協
会

（
☎
０
９
５
２
‐
25
‐
１
９
１
３
）

● 

日
　
時

　
11
月
２
日
（
土
）午

後
０
時
30
分
〜

●

内
　
容

　�

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
花
火
大

会
、
バ
ザ
ー
、
出
店
な
ど

●

場
　
所
　
有
田
川
河
川
敷
（
二

　
里
小
学
校
前
）

● 

問
合
先
　

　
有
田
川
ふ
れ
あ
い
カ
ワ
ニ
バ
ル

　
実
行
委
員
会
事
務
局

（
　
☎
23
‐
３
０
２
４
）

　
復
職
を
検
討
中
の
看
護
職
を
対

象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
11
月
８
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●

場
　
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容

①
採
血
モ
デ
ル
な
ど
を
用
い
た
採

　
血
演
習

②
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●

参
加
料
　
無
料

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
看
護
協
会

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
‐
51
‐
３
５
１
１
）

　
子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
た
た
か
い

家
庭
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ

な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と

を
ず
っ
と
み
て
く
れ
て
安
心
感
を
得

ら
れ
る
経
験
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、

自
ら
の
家
庭
に
迎
え
て
愛
情
と
ま

ご
こ
ろ
を
込
め
て
養
育
す
る
人
の

こ
と
を
『
里
親
』
と
い
い
ま
す
。

　
10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
里
親
制

度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

◆
里
親
制
度
・
個
別
相
談
会

　「
里
親
に
な
る
に
は
資
格
が
い

る
か
」「
共
働
き
で
も
大
丈
夫
か
」

「
ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か
」

な
ど
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。
ま
ず

は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
予
約
は
不
要
で
す
。

●

日
　
時
　
12
月
６
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
市
役
所
別
館
１

　
階
第
８
会
議
室

● 

問
合
先
・
連
絡
先

　
佐
賀
県
里
親
支
援
こ
ね
く
と

（
☎
０
９
５
２
‐
65
‐
１
１
６
５
）

里

親

月

間
・

個

別

相

談

会

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
相
談

重

点

受

付

週

間

10
月
は
土
地
月
間
で
す

看
護
職
の
た
め
の

復

職

研

修

会

182024.10 広報伊万里



●

日
　
時
　
10
月
26
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※�

生
徒
に
よ
る
販
売
は
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

● 

場
　
所
　

　
国
見
台
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●

内
　
容
　
伊
万
里
特
別
支
援
学

　�

校
の
高
等
部
の
作
業
学
習
で

作
っ
た
製
品
の
販
売
会

● 

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
特
別

支
援
学
校
（
☎
23
‐
８
５
５
４
）

　
10
月
17
日（
木
）か
ら
、佐
賀
県（
地

域
別
）
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
時

間
額
９
５
６
円
（
56
円
ア
ッ
プ
）
と

な
り
ま
す
。
佐
賀
県
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
一
般
機
械
器
具
製
造
業

関
係
、電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係
、

陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
製
造
業
に
つ

い
て
は
、
別
途
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品

製
造
業
の
特
定
最
低
賃
金
（
現
行

の
時
間
額
９
０
１
円
）
に
つ
い
て

は
、
10
月
17
日
以
降
は
新
た
な
最

低
賃
金
が
発
効
す
る
ま
で
の
間
、

佐
賀
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
の

９
５
６
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局

（
☎
０
９
５
２
‐
32
‐
７
１
７
９
）

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料
　
無
料

●

申
込
方
法
　

　
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

※
予
約
な
し
で
は
、
受
け
付
け
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先

　
行
政
書
士
会
伊
万
里
支
部
相
談

　
会
担
当
・
次
村

（
☎
０
８
０
‐
５
０
２
３
‐
１
０
５
４
）

　
い
じ
め
や
暴
行
、
差
別
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
な
ど
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

●

日
時
・
場
所
・
担
当

▽
10
月
16
日
（
水
）

　
二
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員久

保
三
四
郎
さ
ん

松
本
　
裕
史
さ
ん

▽
11
月
６
日
（
水
）

　
波
多
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員福

地
　
佳
野
さ
ん

梶
原
　
敏
雄
さ
ん

※
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

　
で
で
す
。

● 

問
合
先
　

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
23
‐
２
４
９
２
）

●

公
共
施
設
の
清
掃
日

　
11
月
10
日
（
日
）

●

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
の
受
付
時
間

　
月
〜
土
曜
日
と
第
２
日
曜
日
の

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
11
月
の
日
曜
日
の
開
所
日
は
、

　
10
日
で
す
。

●

持
ち
込
み
料
金

　
10
㌔
ま
で
80
円
、
以
後
10
㌔
ご
と

　
に
80
円
加
算

●

問
合
先
　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ

　
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

　
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る

と
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
『
い
ま

り
で
買
う
Ｂ
ｕ
ｙ
!!
が
Ｂ
ｕ
ｙ�
さ

が
ん
運
動
２
０
２
４
』
は
、
市
内

で
運
行
す
る
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
で
も
、
ス
タ
ン
プ
が

も
ら
え
ま
す
。

　
車
内
に
あ
る
『
公
共
交
通
乗
車

証
明
書
』
を
、
が
Ｂ
ｕ
ｙ�

さ
が

ん
運
動
の
参
加
店
に
提
示
す
る

と
、
買
い
物
分
と
は
別
に
ス
タ
ン

プ
が
た
ま
り
ま
す
。
証
明
書
は
、

５
０
０
円
の
買
い
物
ご
と
に
１
枚

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
公
共

交
通
対
策
係

（
　�

☎
23
‐
２
１
１
４)

暮らしのチャンネル

夜間にもマイナンバーカードの申請・交付を行っています（市役所のみ）▶ 火曜日（午後７時まで）　

秋
の
市
民
大
清
掃

無
料
特
設
人
権
相
談

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

● 

日
　
時

　
令
和
７
年
１
月
12
日
（
日
）

午
後
２
時
開
式

●

対
　
象

　�

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※�

市
外
在
住
の
人
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
問
合

先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
12
月
上
旬
に
郵
送
す

る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

　
市
は
、
11
月
３
日
（
日
）
〜
12

日
（
火
）
を
伊
万
里
を
美
し
く
す

る
市
民
運
動
『
秋
の
市
民
大
清
掃
』

の
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

期
間
に
、
ふ
だ
ん
手
が
行
き
届
か

な
い
場
所
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
、
缶
、

瓶
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め

て
、
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
松
浦
町
）
に
搬
入
す
る
ご
み
は
有

料
で
す
。
汚
泥
や
建
築
廃
材
、
農

機
具
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

二

十

歳

の

集

い

　
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、
社
会

福
祉
士
、
保
育
士
の
資
格
取
得
の

た
め
、
大
学
な
ど
に
進
学
ま
た
は

在
学
す
る
学
生
が
、
市
と
協
定
し

た
市
内
の
金
融
機
関
が
実
施
す
る

『
伊
万
里
っ
子
カ
エ
ル
奨
学
ロ
ー

ン
』
を
活
用
し
た
場
合
に
、
利
子

返
済
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
市
内
の

事
業
所
に
就
職
す
る
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ン
を
申
請
す

る
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
看
護
師
を
目
指
す
人

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
推
進
係

（
☎
22
‐
３
９
１
６
）

▽�

介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
を

目
指
す
人

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

（
☎
23
‐
２
１
５
４
）

▽�

保
育
士
を
目
指
す
人

　
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
　
☎
23
‐
２
１
７
４
）

　
行
政
書
士
が
相
続
や
遺
言
、
各
種

行
政
手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日
　
時

　
10
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

学
生
の
奨
学
金
返
済

（
利
子
相
当
分
）
を
支
援

行

政

書

士

会

無

料

相

談

会

は
っ
て
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト

in
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４

公
共
交
通
に
乗
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
も
ら
お
う

佐
賀
県
（
地
域
別
）

最
低
賃
金
が
改
定

募

集
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●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

応
募
方
法
　
電
話
電
話

●

応
募
期
限
　　
1010
月月
2424
日
（
木
）

日
（
木
）

● 

講
　
師
　
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

●

募
集
人
数
　　
2020
人
（
先
着
順
）

人
（
先
着
順
）

※※��

人
数
が
一
定
以
上
集
ま
ら
な
い

人
数
が
一
定
以
上
集
ま
ら
な
い

場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ

場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先
　

　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
係

（
　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

●

日
　
程
　
　

①
10
月
23
日
（
水
）

②
10
月
30
日
（
水
）

③
11
月
６
日
（
水
）

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時

か
ら
８
時
ま
で
で
す
。

●

内
　
容
　

①
中
国
茶
の
種
類

②
中
国
茶
の
歴
史

③
プ
ー
ア
ル
茶
と
ビ
ジ
ネ
ス

●

場
　
所
　

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料
　
無
料

●

講
　
師
　
章

し
ょ
う

潔け
つ

（
市
多
文
化
共

　
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
ま
ち
づ
く
り�

課
内
・
伊
万
里
市

　
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　（
　
☎
22
‐

７
０
４
６
）

●

募
集
人
数
　　

　
各
会
場

　
各
会
場
1515
人
（
先
着
順
）

人
（
先
着
順
）

※※��

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
参
し
て

を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　

　
情
報
政
策
課
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
係

（
　
☎
23
‐
４
３
１
３
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、
実
際
に
ス
マ
ホ
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　　
1010
月月
3131
日
（
木
）

日
（
木
）

　
午
前

　
午
前
1010
時時
3030
分
〜
正
午

分
〜
正
午

暮らしのチャンネル

広告

募
　
　
集

ス

マ

ホ

講

習

会
・

相

談

会

参

加

者

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

　
地
域
住
民
の
生
活
の
実
情
に
即

し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図

る
た
め
、
公
共
交
通
の
利
用
者
の

立
場
で
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う

『
伊
万
里
市
民
と
考
え
る
地
域
交

通
会
議
』
の
市
民
公
募
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●

応
募
資
格

▽�

18
歳
以
上
の
市
民
（
10
月
１
日

現
在
）

▽�

市
内
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者

で
、
頻
度
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽�

年
４
回
程
度
、
平
日
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
人

▽
議
員
・
公
務
員
で
な
い
人

▽�

ほ
か
の
部
署
で
所
管
す
る
市
民

公
募
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人

●

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

●

募
集
人
数
　
３
人
以
内

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢

や
居
住
地
域
、
交
通
機
関
の
利

用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
選
考

し
ま
す
。

●

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
直
接
持
参
す
る

か
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
10
月
24
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
５
４
２
番
地
16

　
ま
ち
づ
く
り
課
公
共
交
通
対
策
係

（
　
☎
23
‐
２
１
１
４
）

（
　
☎
22
‐
９
５
７
５
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　m
achizukuri@

city.im
ari.lg.jp

　
カ
メ
ラ
機
能
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を

学
ぶ
講
習
会
と
、
疑
問
に
思
っ
て

い
る
使
い
方
に
つ
い
て
気
軽
に
で

き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
表
の
と
お
り
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●

時
　
間
　　

▽
講
習
会
　
午
前
９
時

講
習
会
　
午
前
９
時
3030
分
〜
分
〜

▽
相
談
会
　
午
前

相
談
会
　
午
前
1111
時
〜
時
〜

午
後
０
時

午
後
０
時
3030
分分

●

場
　
所

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

応
募
方
法
　
各
会
場
に
電
話

各
会
場
に
電
話

● 

応
募
期
限

　
各
会
場
の
開
催
日
の
前
日

　
各
会
場
の
開
催
日
の
前
日

● 

講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
佐
賀

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

市
民
と
考
え
る
地
域
交
通

会
議
の
市
民
公
募
委
員

《 スマホ講習会・相談会　開催会場など 》

会　場会　場
（コミュニティセンター）（コミュニティセンター） 開催日開催日 電話番号電話番号

波多津 10月 17日（木） 25-0001

牧　島 10月 18日（金） 22-5783

大川内 11月５日（火） 23-2774

初

め

て

触

る

ス
マ
ホ
体
験
講
座

FAX

『

中

国

を

知

る

』

市
民
講
座
受
講
生

お

知

ら

せ

202024.10 広報伊万里



（
　
22
‐
７
９
０
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　seish
oun

en
@
city.im

ari.lg.jp

　『
て
ま
え
ど
り
』
活
動
と
は
、
購

入
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
場
合
な
ど

に
、
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
の
短

い
商
品
を
商
品
棚
の
手
前
か
ら
積

極
的
に
選
ぶ
購
買
活
動
で
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
食
品
ロ
ス
削

減
に
取
り
組
む
た
め
、
市
が
作
成

し
た
、
て
ま
え
ど
り
啓
発
用
の
広

告
を
商
品
棚
な
ど
に
掲
示
す
る
店

舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
み
を

減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
む
だ

に
し
な
い
よ
う
、
て
ま
え
ど
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●

対
象
店
舗

　
市
内
で
営
業
し
て
い
る
店
舗

●

応
募
方
法

　
郵
送
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※�

申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
間
　
随
時

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万

　
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
23
‐
２
１
４
５
）

（
　
23
‐
２
１
２
１
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　kan
kyo

u
@
city.im

ari.lg.jp

●

場
　
所
　
佐
世
保
国
際
カ
ン
ト

　
リ
ー
倶く

楽ら

部ぶ

（
佐
世
保
市
）

●

資
　
格
　
市
民
ま
た
は
市
内
の

　
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

●

参
加
料
　
２
０
０
０
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
10
月
28
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先
　
有
限
会
社
チ
ャ

　
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
内
・
市
ゴ
ル
フ

　
協
会
事
務
局
（
☎
22
‐
５
１
２
３
）

（
　
23
‐
７
２
０
１
）

●

日
　
時
　
11
月
９
日
（
土
）

※�

午
前
８
時
30
分
に
集
合
し
て
午
後

３
時
30
分
に
解
散
す
る
予
定
で
す
。

● 

場
　
所
　

　
都
川
内
森
林
公
園(

大
川
内
町
）

●

内
　
容
　
テ
ン
ト
設
営
、
火
お

　
こ
し
体
験
、
野
外
炊
飯
、
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

●

対
象
者
　
小
学
４
〜
６
年
生

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度（
先
着
順
）

●

参
加
料
　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●

募
集
期
間
　
９
月
30
日
（
月
）
〜

10
月
18
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
　
申
込
書
を
持
参
ま
た

は
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　

　
生
涯
学
習
課
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

http://www.imarishinkin.co.jp/

年年

年年

定期
預金

伊万里信用金庫創立100周年記念

取扱期間
令和６年12月30日㈪まで

取扱期間
令和７年３月31日㈪まで

1口10万円以上1,000万円未満

募集総額50億円 創立100周年記念商品

年0.70％
2年目以降 年1.94％

カーライフプランカーライフプラン
特別金利キャンペーン

特別金利
1年目

伊万里市伊万里町
甲375-3
Tel.0955-23-3151

暮らしのチャンネル

広告
保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

　
国
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査
に

従
事
す
る
統
計
調
査
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
統
計
調
査
に
関
心
が

あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

業
務
内
容
　
調
査
対
象
の
世
帯
や

　
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の

　
配
付
や
回
収
、
内
容
確
認
な
ど

●

要
　
件
　
20
歳
以
上
で
、
税
務
・

　
警
察
・
選
挙
な
ど
に
直
接
関
係

　
が
な
く
、
責
任
を
持
っ
て
調
査

　
業
務
を
遂
行
で
き
る
人

● 

問
合
先
　
情
報
政
策
課
情
報
公
開
・

統
計
係
（�

　
☎
23
‐
５
４
９
１
）

●

日
　
時
　
10
月
26
日
（
土
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

FAX

● 

内
　
容
　『
在
宅
勤
務
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
塾
』（
20

代
〜
40
代
対
象
）

●

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
順
）

●

場
　
所
　
バ
ン
リ
ビ
ル（
立
花
町
）

●

受
講
料
　
無
料

● 

応
募
方
法
　
応
募
専
用
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
→

※�

必
ず
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
人

は
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

● 

応
募
・
問
合
先
　
企
画
政
策
課

企
画
係
（
　
☎
23
‐
２
１
２
４
）

●

開
催
日
　
11
月
８
日
（
金
）

● 日　時　 11 月 10 日（日）
午前 10 時〜午後３時

※ 集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象
　 市内在住・在勤、または結婚を機に伊万里市

に住む意思がある 40 〜 55 歳の独身の人
● 参加料　2,000 円程度（飲食代）
● 募集人数　男・女各６人
※応募多数の場合は抽選です。
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　10 月 31 日（木）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23 - 2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.lg.jp

♥♥♥♥
〜秋の恵みとそばうち体験婚活〜〜秋の恵みとそばうち体験婚活〜

婚活イベント婚活イベント

第
36
回
市
民
ゴ
ル
フ

大

会

出

場

者

チ

ャ

レ

ン

ジ

『
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
キ
ャ
ン
プ

第
４
回
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ

デ
ジ
タ
ル
塾
参
加
者

FAX

て
ま
え
ど
り
活
動

参

加

店

舗

FAX

統

計

調

査

員

21 2024.10
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●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

　
ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

④
電
気
保
全
サ
ー
ビ
ス
科
（
企
業

　
実
習
付
コ
ー
ス
）

●

募
集
人
数

①
③
各
11
人

②
④
各
９
人

●

訓
練
期
間
　

①
〜
③
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）

④
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
５
月
21
日
（
水
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日

　
11
月
11
日
（
月
）

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

　
セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

募
集
期
限
　
10
月
31
日
（
木
）

●

応
募
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

　
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
賀
訓
練
課

（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

●

募
集
訓
練
科
　

①�

Ｉ
Ｔ
初
級
〜
中
級
連
続
科

②�

医
療
事
務
・
調
剤
事
務
・
医
師

事
務
作
業
補
助
養
成
科

● 

募
集
人
数

①
20
人

②�

22
人

●

募
集
期
限

①
11
月
８
日
（
金
）

②
11
月
15
日
（
金
）

●

訓
練
期
間

①
12
月
３
日
（
火
）
〜

令
和
７
年
３
月
28
日
（
金
）

②
12
月
11
日
（
水
）
〜

令
和
７
年
３
月
10
日
（
月
）

●

場
　
所

①
有
限
会
社
佐
賀
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

　
２
階
教
室
（
佐
賀
市
）

②�

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
佐
賀
支

店
（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日

①
11
月
21
日
（
木
）

②
11
月
29
日
（
金
）

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

応
募
先
　

暮らしのチャンネル

広告

募
　
　
集

職
業
訓
練
受
講
生

（
12
月
入
所
生
）

委
託
訓
練
受
講
生

（

12

月

開

講

）

保
健
だ
よ
り

市
民
図
書
館

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　
佐
賀
県
立
産
業
技
術

　
学
院
就
職
支
援
課

（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

②
電
気
設
備
技
術
科

③
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

④
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

　（
企
業
実
習
付
き
で
お
お
む
ね

　
55
歳
未
満
の
人
を
対
象
と
し
た

　
コ
ー
ス
）

●

募
集
人
数

①
〜
③
各
15
人

④
12
人

※
定
員
は
12
月
期
と
１
月
期
を
合

　
わ
せ
た
人
数
で
す
。

●

訓
練
期
間
　
　

　
令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）
〜

　������

令
和
７
年
６
月
30
日
（
月
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

●

入
所
選
考
日
　
12
月
４
日
（
水
）

※�

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
佐
世
保
で
実
施
し
ま
す
。

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

●

募
集
期
間
　
10
月
18
日
（
金
）
〜

11
月
21
日
（
木
）

●

応
募
方
法

　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
応

　
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
佐
世
保
訓
練
課

（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

　
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人

や
在
宅
介
護
に
関
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
た
い
人
を
対
象
に
し
た
、

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や

技
術
が
学
べ
る
研
修
で
す
。

●

研
修
日
程
・
期
間
　　

　　��

1111
月月
1717
日
（
日
）・

日
（
日
）・
2323
日
（
土
）・

日
（
土
）・

1212
月
７
日
（
土
）・

月
７
日
（
土
）・
1414
日
（
土
）・

日
（
土
）・

2222
日
（
日
）
の
５
日
間

日
（
日
）
の
５
日
間

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料
　
無
料

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
と
副
教
材
は
支
給
し

※
テ
キ
ス
ト
と
副
教
材
は
支
給
し

　
ま
す
。

　
ま
す
。

●

募
集
人
数
　　
3030
人
（
先
着
順
）

人
（
先
着
順
）

● 

応
募
方
法
　
①
電
話
②
申
込
書

①
電
話
②
申
込
書

を
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
③
申
込

を
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
③
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
込

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
か
ら
確
認

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
か
ら
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
し
て
く
だ
さ
い
。
↓

●

応
募
・
問
合
先
　

　
公
益
財
団
法
人
　
介
護
労
働
安

　
定
セ
ン
タ
ー
佐
賀
支
部

（
☎
０
９
５
２
‐
28
‐
０
３
２
６
）

介

護

に

関

す

る

入

門

的

研

修

職
業
訓
練
受
講
生

（
１
月
入
所
生
）
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暮らしのチャンネル

広告

 １〜21日（特別整理休館）
　　  28 日

10 月の休館日

10月の巡回日

新刊案内

『私の実家が
売れません！』

『要の台所』

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

落合 由佳／著
講談社 高殿 円／著　　

　エクスナレッジ

　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
「
ス
パ
イ
ス
み
た

い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
引
っ
込
み

思
案
な
『
要
』。
あ
る
日
、
ベ
ラ
ン
ダ

で
ネ
パ
ー
ル
か
ら
引
っ
越
し
て
来
た

と
い
う
お
隣
さ
ん
の
女
の
子『
サ
リ
タ
』

が
泣
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
ま
す
。
要

は
自
分
が
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
彼
女

に
差
し
出
す
と
、
そ
の
日
の
夜
「
お
い

し
い
で
し
た
」
と
書
か
れ
た
カ
ー
ド
が

ベ
ラ
ン
ダ
に
差
し
込
ま
れ
て
い
て
…
。

　
自
分
の
気
持
ち
を
表
に
出
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
要
と
サ
リ
タ
の

カ
ー
ド
の
や
り
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　
古
く
て
不
便
で
誰
も
相
続
し
た
く
な

い
親
の
実
家
。
し
か
も
、
家
を
取
り
壊

し
て
も
そ
の
土
地
に
別
の
家
を
建
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
再
建
築
不
可
物
件
。

親
は
面
倒
が
っ
て
動
こ
う
と
し
な
い
。

　
そ
ん
な
実
家
問
題
に
直
面
し
た
小

説
家
が
一
念
発
起
し
た
エ
ッ
セ
イ
で

す
。
不
動
産
仲
介
業
者
か
ら
見
放
さ

れ
、
家
に
溢
れ
る
ガ
ラ
ク
タ
を
家
族

で
片
付
け
、
自
ら
の
手
で
売
る
ま
で

の
一
部
始
終
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
忖
度
な
し
の
本
音
で
書
か
れ
た
本

書
で
、
誰
も
が
当
事
者
に
な
り
う
る

実
家
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

特別休館のお知らせ
　図書館システムの更新と蔵書点検

（資料の点検・整理）のため 10 月１日
（火）から 21 日（月）までの期間は特
別に休館します。自動車図書館ぶっく
んも期間中は巡回しません。
　開館は 10 月 22 日（火）からです。
より利用しやすくなった図書館で皆
さんをお待ちしています。

図書館ホームページ一時停止
　図書館ホームページの更新作業の
ため、次の期間中は資料の検索や予
約・貸出延長などができません。
● 停止期間　
　９月 29 日（日）午後６時〜
            10 月 22 日（火）午前 10 時

日 巡 回 場 所 時　間

25 日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
小 島 医 院（ 波 多 津 ） 13:40~
南 波 多 水 留 バ ス 停 前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

29 日
（火）

伊 万 里 鍋 島 焼 会 館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
J A 滝 野 出 張 所 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:30~

30 日
（水）

大 川 内 鼓 バ ス 停 横 11:00~
向 陽 園 14:00~
西 田 病 院 14:00~

31 日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

※このほか、保育園や小学校、企業を巡回しています。
　各巡回場所での滞在時間は、15 〜 30 分です。

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館
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集
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知

ら
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください（☎ 23-9910）。

暮らしのチャンネル

◆ 子どもの健診　　　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和６年７月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・  乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・ 乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生後 10 〜 11
か月になるとき 令和５年12月生

１歳６か月児健診 10月17日（木） 令和５年３月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み300円）

市民センター

・ 対象者には通知します。時
間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。

・ 問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 10月３日（木） 令和３年２月生

�身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、相談

◆ 相談・教室など　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので、いまりん子育てアプリで予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

ストレスケア相談 10月８日（火） 原則40歳未満の人 公認心理師による相談 午前９時〜午後３時

市民健康相談 10月22日（火） 特定健診結果が気になる人など
管理栄養士・保健師による相談、体成分
測定（筋肉・脂肪量の測定） 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 10月21日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時30分〜 11時

妊婦歯科健診 10月21日（月） 妊　婦 歯科医師による歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

妊婦わくわくクラブ 10月18日（金） 妊婦とその家族
パパママレッスン体験編（妊婦疑似体験

や沐
もく

浴練習など）

午後６時 30 分〜８時

30分

医療機関名 電話番号
いちばんがせクリニック 25-9938
いび整形外科 20-1265
伊万里有田共立病院（有田町）0955-46-2121

伊万里整形外科病院 23-2504
内山産婦人科医院 23-3241
大川野クリニック 20-8060
岡村医院 22-2304
小副川医院 22-4114
加茂医院 23-2014
きたじま整形外科 25-9977

医療機関名 電話番号
木本耳鼻咽喉科医院 22-3410
ケンジンＳＰＡクリニック 22-7771
小島医院 25-0038
小島病院 27-2121
産婦人科南ヶ丘クリニック 22-1135
助廣医院 24-2023
鈴山内科小児科医院 22-7366
隅田医院 23-3167
立石医院 28-0007
たなか内科クリニック 22-5800
夏秋医院 23-2032

医療機関名 電話番号
西田病院 28-1111
日髙医院 23-5263
泌尿器科いまりクリニック 22-9680
古川内科クリニック 21-0730
星のライフクリニック 24-3131
堀田病院 23-3224
前田病院 23-5101
水上医院 28-3714
山口病院 23-5255
山元記念病院 23-2166
松浦中央病院（松浦市） 0956-72-5700

■実施医療機関
　※県内の指定医療機関でも受診できます。

●対　象
▷接種日当日に65歳以上である人
▷�60 〜 64 歳で、心臓や腎臓、呼吸器などの障がいで
身体障がい者手帳１級に相当する人

●持参するもの
　�本人確認ができる健康保険証や高齢受給者証、後期高
齢者医療被保険者証、身体障がい者手帳など

●接種回数　１回

●自己負担額　1,400円
※�生活保護世帯の人は、生活保護受給証明書があれば無
料です。

●実施期間
　10月１日（火）〜令和７年１月31日（金）
●その他
　�接種は予約が必要です。直接医療機関に申し込んでく
ださい。

◆ 高齢者インフルエンザ予防接種を実施します

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）
こども家庭センター（　☎ 23-2126）

市
民
図
書
館
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暮らしのチャンネル

● 問合先　環境政策課リサイクル推進係
（ 　☎ 23-2145）

のワンポイント 使用済み電池、蛍光灯のリサイクル

　家庭から出た使用済み乾電池・ボタン電池、
蛍光灯は、通常のごみとして処分できません。
市役所や各コミュニティセンターに設置して
いる専用の回収ボックスに出してください。回
収後は業者へ引き渡し、リサイクルしています。

〇使用済み電池については、市内の小中学校で
　も回収しています。
〇電球と割れた蛍光灯は、黄文字の燃えないご
　み袋に入れて出してください。
〇事業所で使用されたものは産業廃棄物になり
　ますので回収しません。各事業所で適正に処
　理してください。

リ サ イ ルク

その注文や申込、定期購入ではないですかその注文や申込、定期購入ではないですか

　1 回だけ、もしくは単品のつもりで注文したら『定期
購入』だったという相談が多く寄せられています。
　『特定商取引法』では、通販サイトの注文最終確認画
面で価格や契約、解約条件などをわかりやすく表示する
ようサイト事業者に義務付けています。
　消費者が誤認するような表示の場合は申し込みを取り
消せることがあります。注文に際しては、次の項目に気
を付けましょう。
①定期購入になっていないか
②継続期間や購入回数が決められていないか

③支払総額はいくらか
④解約の際の連絡手段や返品特約、解約条件を確認したか

【アドバイス】
・申込前に注文最終確認画面をスクロールして最後まで
　しっかり確認しましょう。
・注文最終確認画面はスクリーンショット（画面保存）
　をしておきましょう。
● 相談先　市消費生活センター（☎ 23-2136）
　　　　　消費者ホットライン（☎ 188〔いやや〕）
● 問合先　まちづくり課市民相談室（☎ 23-2133）

7272

● いきいき音読教室〔洋会議室〕

　22 日（火）午前 10 時 30 分

●  伊万里市 手をつなぐ育成会 アート作

品展〔展示コーナー〕

　23 日（水）〜 11 月３日（日）

●  子ども話し方大会〔ホール〕

　11 月２日（土）

10 月の行事

市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

●  リトルコンサート

　14 日（月）午後１時開演

（☎ 090-3463-0237　リトルコンサート）

●  佐賀新聞金婚さん表彰式

　29 日（火）午後３時開演

（☎ 0952-28-2116

　佐賀新聞社読者センター）

市民センター ☎ 22-3911

10 月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（９・23 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（16 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（17 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談
第１・３火曜日

（１・15 日）
午前 10 時〜

正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（10 日）

午前 10 時〜
午後３時

行 政 な ん で も
相談

第３金曜日
（18 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※ 14 日は除く

午前９時〜
午後４時

市民相談室
消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
※ 14 日は除く

午前９時〜
午後４時

オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

第１月曜日（７日）
と毎週金曜日

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（24 日）
午前 10 時〜

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156心の健康相談

月・火・木・金曜日
※ 14 日は除く

午前 10 時〜
午後３時

福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
※ 14 日は除く

午前９時〜
午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）
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伊万里市役所 検索

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

● 発行日／令和６年 10 月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）
　 〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1　● 印 刷／山口印刷株式会社

　この冊子は、１部当たり約 28円で作成しています（人件費など間接経費は含
まれていません）。また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な
財源となっています。

ホームページ フェイスブック エックス
（旧ツイッター）

ライン インスタグラム

情報発信

納期限は 10 月 31 日（木）です納期限は 10 月 31 日（木）です
▶▶口座振替日　10 月 28 日（月）口座振替日　10 月 28 日（月）

　納期限までに納付してください。
■ 市県民税・森林環境税【第３期】
■ 国民健康保険税【第５期】

　● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

◆ 伊万里市開催競技 ◆◆ 伊万里市開催競技 ◆

ホッケー　　　　　 10 月５日（土）〜９日（水）ホッケー　　　　　 10 月５日（土）〜９日（水）
軟式野球 10 月 11 日（金）、12 日（土）、14 日（月）軟式野球 10 月 11 日（金）、12 日（土）、14 日（月）
フライングディスク 10 月 26 日（土）〜 28 日（月）フライングディスク 10 月 26 日（土）〜 28 日（月）

熱戦続く

観戦に役立つ情報を市ホームページで紹介しています→観戦に役立つ情報を市ホームページで紹介しています→

C O N T E N T S

広報伊万里
No.848 10

2024（令和 6 年）

〔 写真 〕

〔 ＳＡＧＡ2024国スポ・全障スポ情報〕

市制施行 70 周年

表

紙

　
８月 24 日（土）に大川内山で『ボシ灯
ろうまつり』が開催されました。伊万里
鍋島焼会館前の広場を中心に焼き物を
窯でたく際に入れる容器『ボシ』を灯
ろうに見立てたものが約 3､000 個並び
ました。また広場の中央には、鍋島焼
の絵柄が描かれた高さ 1 ｍを超える巨
大な行燈（あんどん）が設置され、訪
れた人を温かい光で出迎えていました。

◆ 駐車場情報（一般観覧用）◆
各会場では係員の誘導に従って駐車し
てください。
▷ ホッケー競技【伊万里ホッケーフィー

ルド（伊万里実業高校商業キャンパス）】
　→競技会場 ( 敷地内「野球場」）
　※ 雨天時は『市民会館跡地』に変更

予定です。
▷ ホッケー競技【国見台球技場】
　→ 国見台公園内（球技場東側駐車場ほか）
▷ 軟式野球競技【国見台野球場】
　→国見台公園内

２
特 集
　令和５年度決算報告

６ 教育と文化

８ みんなの広場

９ スポーツ

10 ほがらかページ

12 インフォメーション

18 暮らしのチャンネル
18 お知らせ・募集
23 こんにちは図書館です
24 保健だより
25 市民相談ほか

人の動き

令和６年９月１日現在
● 人口　51,814 人　 （−     5）
　　男　25,293 人　 （＋     5）
　　女　26,521人　 （−   10）
● 世帯　23,933 世帯  （＋   50）
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